














































































































栄二譜 な ひ と ふ た み よ や い つ む ね な 














 ・４－０ （目次左下） 「36-12-16」
・４－１ 《親鸞（六） 手長猿》 「S36/11/10 成」
・５－０ （目次左下） 「36-12-27」
 ・６－０ （目次左下） 「S37-1-10」
 ・９－０ （最終頁） 「S37-5-13 成」
 ・11－０ （目次左下） 「37-6-2」
 ・13－５ （曲名記載なし） 「43.6.20」
 ・16－１ 《復新三組盃 傾城（復元） 「S37.7」
・26－１ 《南総里見八犬伝結城戦争の段》 「S43.11.10 成」
 ・34－１ 《歌舞伎座連獅子》 「S43.9.22 成」
・35－２ 《鶴ヶ岡悲曲》 「本曲・後奏：32.10.16 成、前奏：32.10.17 成」
・38－３ 《水仙丹前》 「45.11.14 綾子女により訂正（45.11.13）」
・41－３ 《春の調》 「46.7.25 故勝太郎師の手に訂正」
・49－４ 《お祭五景》 「S30.6.24/26」
・51－１ 《江口の君 石橋》 「S44-10-7 成」
・52－１、52－２ 《初音の頼み》《鶴ヶ岡悲曲》 「32-10-16 成」
・52－３ 《切禿土蜘》 「S32.10.19」






























































































 ・６－１ 《釣狐春乱菊》    昭和 41 年２月 22 日文化財録音（NHK） 
 ・22－２ 《髪梳いもせの鏡》  昭和 41 年３月 28 日文化財依頼録音（NHK） 
 ・22－３ 《籬の垣衣草》    昭和 41 年３月 28 日文化財依頼録音（NHK） 



























A Study of "Eiji-fu" (2): Scores of Japanese Music Transcribed 
by Kineya Eiji in the Collection of Yoshimura Ijuro VIII
Hoshino  Atsuko
　　Kineya Eiji (1894-1979) is a nagauta shamisen performer who was active from the 1910s to the 
1970s. He was designated a Living National Treasure in 1964 for his numerous performances on the 
kabuki stage as well as for his study and acquisition of repertories in danger of no longer being 
performed. 
　　In fiscal year 2012, “Eiji-fu” (scores transcribed by Eiji) was organized and it was found that 210 
of them had been published. An inventory of these scores was compiled and presented in Research 
and Reports on Intangible Cultural Heritage No. 7.   
　　The present study is a report on nagauta scores that Eiji himself transcribed. These scores are 
considered to have been important source materials in compiling the published scores. Currently, 
scores transcribed by Eiji are collected at three places. This is a report of investigation on those in 
the collection of Yoshimura Ijuro VIII, grandson of Kineya Eizo III who was Eiji’ s teacher. 
　　The scores were transcribed on 58, A5-size notebooks. Eiji used his own system of notations to 
express the melody played by shamisen. Since the notations are simpler than those of the published 
scores and since there are some corrections, it is assumed that they were compiled as Eiji’ s draft. 
At this point, it has been found that there are a total of 192 pieces and that some seem to have been 
transcribed more than twice. An inventory is attached at the end of this report. 
　　It is hoped that this study will provide a hint to an understanding of Eiji who took great care in 
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番号 譜本番号 譜本表紙曲名 譜本内題曲名 作曲者/作曲年代（作詞者等） 刊行「栄二譜」の有無
1 1-1 歌舞伎踊 歌舞伎踊 ［記載無し］ ⑦-12-1
2 1-2 関の小万 関の小万 ［記載無し］ ③‐8-1
3 1-3 やり奴 鎗奴 ［記載無し］ ③-8-9
4 1-4 菊づくし 菊づくし（袖模様四季色歌。秋都大おどり。花かさおどり） ［記載無し］ ⑦-13-1
5 1-5 馬場先踊 馬場先踊「繋ぎ馬」 ［記載無し］ ⑦-10-1
6 1-6 めりやす朝顔 めりやす朝顔 稀音家照海 添削/文久1 ②-3-2　⑦-3-2
7 1-7 四季の蝶 四季の蝶 杵屋六翁 ×
8 1-8 関三奴 歌へす＼／名残大津画　奴 4杵屋六三郎/文政9 ③-5-6　⑤-104　⑦-5-6
9 1-9 めりやす猫のつま めりやす猫の妻 杵屋弥十郎/明和1 ②-2-2　⑦-2-2
10 2-1 六翁 寿 めりやす寿 杵屋六翁/嘉永6 ⑥-123　⑦-14-1
11 2-2 惜しむ春 惜しむ春 4杵屋佐吉 ×
12 2-3 松 松 3杵屋栄蔵/昭和16（佐々木信綱）
（①-55）　②-1-10　⑦-
1-9
13 2-4 ゆかりの月 めりやす 由縁の月 9杵屋六左衛門/文化6 ①-1　②-1-3　⑦-1-3
14 2-5 豊の春 豊の春 杵屋六之助（六翁トモイウ）/弘化2 ①-1,6　②-2-3　⑦-2-3
15 3-1 漁師 「辻花七化粧」　七変化　漁師 2杵屋勝五郎/天保3 ②-2-5  ⑤-94  ⑦-2-5
16 3-2 鳶奴 ［記載無し］ 4杵屋六三郎/文化11 ⑤-80
17 3-3 春の色 端唄　春の色 4杵屋六三郎/弘化2 ⑥-122
18 3-4 安宅丸 安宅丸 2杵屋勝三郎 ×
19 3-5 花街道成寺 花街道成寺 9杵屋六左衛門/文化7 ×
20 4-1 手長猿 親鸞 （六） 手長猿 大盗篇より ［記載無し］ ⑦-11-10



























番号 譜本番号 譜本表紙曲名 譜本内題曲名 作曲者/作曲年代（作詞者等） 刊行「栄二譜」の有無
22 4-3 五月雨 五月雨 4杵屋佐吉 ×
23 4-4 四代目 座頭 歌へす＼／名残大津絵　座頭 4杵屋六三郎/文政6 ×
24 4-5 うす氷 薄氷 2杵屋勝三郎/安政3 ③-4-7　⑦-4-7
25 5-1 新さぎ 江戸八景の内 「荻窪の暮雪」新鷺娘 10杵屋六左衛門/天保10 ⑥-124
26 5-2 節小袖 節小袖 2杵屋勝三郎/嘉永5 ⑤-106
27 5-3 九代目 座頭 遅桜手爾葉七字　座頭 9杵屋六左衛門 ⑦-12-5
28 5-4 るりのつや 瑠璃の艶 ［記載無し］ ③-7-1
29 5-5 ろぢのしも 路次の霜 3杵屋正治郎 ×
30 6-1 釣狐 釣狐春乱菊 2杵屋六三郎/明和7 ×
31 6-2 あわしま 関東小六後雛形 富士田吉治/明和7 ×
32 6-3 一人わん久 一人椀久 ［記載無し］ ⑤-90  ⑦-13-2
33 6-4 白酒売 春昔由縁英　五変化ノ一　白酒売 1杵屋正次郎/天明5 ③-4-9　⑦-4-9
34 6-5 春風（門松） 春風（門松） ［記載無し］ ⑥-123
35 7-1 根元草摺 根元草摺曳 3杵屋正治郎/明治16 ×
36 7-2 不動 唄浄瑠璃　不動 4杵屋六三郎/文政4 ⑤-98
37 7-3 のりより 道行花の吹雪（範頼道行） 1杵屋佐吉/安永10（天明1） ⑦-9-2
38 7-4 対面春駒 対面花春駒 1杵屋正次郎/寛政3 ③-4-5　⑤-108　⑦-4-5
39 7-5 福の神 福の神 11杵屋六左衛門/元治1 ×
40 7-6 むけんの鐘 傾城むけんの鐘（むかし艸） 坂田兵四郎（推定）/享保16 ⑦-11-1
41 8-1 胡蝶 胡蝶 吉住小三郎　杵屋六四郎/明治37 ×
42 8-2 可祝の柳 可祝の柳 杵屋勝吉/明治38 ×












































番号 譜本番号 譜本表紙曲名 譜本内題曲名 作曲者/作曲年代（作詞者等） 刊行「栄二譜」の有無
44 8-4 女かしま 法花四季台　春 かしま踊 9杵屋六左衛門/文化2 ×
45 8-5 五大力 めりやす 五大力 杵屋弥十郎/寛政7 ②-3-1　⑦-3-1
46 8-6 月の巻訂正（師） 月の巻　師匠校訂 ［記載無し］ ④-74（75）　⑤-75
47 9-1 太刀盗人 太刀盗人 杵屋巳太郎/大正6 ×
48 9-2 五条橋狂乱 五条橋狂乱（章ひろげ） 3杵屋栄蔵/大正14 ×
49 9-3 つなで車 夜鶴綱手車 富士田吉治　錦屋惣治/明和2 ②-3-8　⑤-115  ⑦-3-7
50 9-4 加賀の菊 加賀の菊 ［記載無し］ ⑦-9-1
51 10-1 若柳新曲　寿 若柳新曲　寿 ［記載無し］ ×
52 10-2 与作 乗掛情夏木立（与作） 富士田吉治　錦屋惣治/明和1 ×
53 10-3 相生獅子 相生獅子の乱曲（風流相生獅子） 杵屋喜三郎/享保19 ×






56 11-3 人形傾城 （人形傾城） ［記載無し］ ×
57 11-4 八月傾城 花兄弟十二月所作 （八月） 傾城 2杵屋勝五郎/天保11 ③-7-9　④-68
58 12-1 俄かしま 「四季詠寄三大字」　俄鹿島踊 1杵屋勝五郎/文化10 ⑤-114
59 12-2 半田いなり 四季詠寄三大字　半田稲荷 1杵屋勝五郎/文化10 ⑤-112
60 12-3 八朔梅 八朔梅月の霜月 杵屋弥十郎/寛政1 ×
61 12-4 身替座禅 身替座禅 4杵屋巳太郎 ×
62 12-5 三勝道行 三傘暁小袖（上）　三勝半七浮名の雨　三勝道行 宝暦6 ×
63 13-1 冬山姥金太郎 邯鄲園菊蝶　冬山姥　金太郎 9杵屋六左衛門/文化6 ×
64 13-2 団十郎狂乱 狂乱左当升 2杵屋正次郎/文化10 ⑥-151







9-2 大正十四年五月狂言中幕  歌舞伎座  （上）一つ家（下）狂乱  尾上梅幸演
9-3
9-4 譜本最終頁に「S37-5-13成」
10-1 S28.1.25 作曲成。2.3改曲成。昭和二十八年三月二十八日 吉佑改若柳寿慶名弘会に開曲。仝三十三年三月二十八日柳莟会に再演（新橋演舞場） 出だし：盃に向えば千歳の
10-2
恋女房染分手綱 第八段目道行 明和元年七月江戸市村座 与作 九世市村羽左衛門
小万 坂東よし蔵。版本連名　長哥 富士田吉治 錦屋平治 富士田清五郎 三味線 錦屋























番号 譜本番号 譜本表紙曲名 譜本内題曲名 作曲者/作曲年代（作詞者等） 刊行「栄二譜」の有無
66 13-4 ［記載無し］ ［記載無し］ ［記載無し］ ×
67 13-5 ［記載無し］ ［記載無し］ ［記載無し］ ×
68 14-1 八重霞 八重霞 6杵屋弥十郎/明治19（不二廼舎高根） ×
69 14-2 両国八景 両国八景 ［記載無し］ ×
70 14-3 女達 邯鄲園菊蝶　（夏） 女達 9杵屋六左衛門/文化6 ×
71 14-4 犬神（一部） 犬神（普通不演奏の部分） ［記載無し］ ①-26　⑦-14-3
72 15-1 雛助狂乱 狂乱吹雪の雛形（雛助狂乱） ［記載無し］ ×
73 15-2 玉菊 玉菊 3杵屋栄蔵/昭和2（木村富子） ①-7  ②-3-10　⑦-3-9
74 15-3 追羽根 追羽根 杵屋六三郎 ×
75 15-4 臥猫 秘曲　臥猫 鳥羽屋東武線太夫 ×
76 15-5 団十郎狂乱 狂乱左当升 2杵屋正次郎 ⑥-151
77 16-1 初雁傾城（再） 復新三組盃　傾城 （復元） ［記載無し］ ⑦-14-10
78 16-2 廓丹前 廓花柳立髪 （廓丹前） 2杵屋勝三郎/安政4 ×
79 16-3 えにしの橋 えにしの橋 ［記載無し］ ③-6-3  ⑤-80  ⑦-6-3
80 16-4 手ほどき和歌三曲 春すぎて　天津風　我庵は ［記載無し］ ×
81 17-1 傾城道成寺（訂正済） 傾城道成寺 ［記載無し］ ×
82 17-2 かさね道成寺（増補共） 垂帽子不器用娘 4杵屋六三郎 ×
83 18-1 うしろ面 柳雛諸鳥囀　うしろ面 杵屋忠次郎/宝暦10 ⑦-13-8
84 18-2 一奏邯鄲 一奏今様邯鄲 1杵屋勝五郎/文政4 ×
85 18-3 此君の一節 此君の一節 1杵屋六四郎 ⑤-82
86 18-4 関寺 神楽歌雨乞小町（顔見世狂言）姿の鏡関寺小町 2杵屋六三郎/明和2 ⑥-204
87 19-1 初雁傾城 □曲 （初雁） 傾城 ［記載無し］ ⑦-14-10
43「栄二譜」続考
譜本番号 各曲末尾等の記載 備考
13-4 歌詞：天の原 ふりさけ見れば 春日なる 三笠の山に いでしつきかも































番号 譜本番号 譜本表紙曲名 譜本内題曲名 作曲者/作曲年代（作詞者等） 刊行「栄二譜」の有無
88 19-2 三日月 三日月 ［記載無し］ ×
89 20-1 甲子待 甲子待 作曲者　作曲年 未詳 ⑥-152
90 20-2 ［記載無し］ めりやす　猫の妻 杵屋作十郎/明和1 ②-2-2　⑦-2-2






93 20-5 六翁 寿 めりやす　ことぶき 杵屋六翁/嘉永6 ⑥-123　⑦-14-1
94 20-6 むけんの鐘 傾城むけんの鐘 坂田兵四郎（推定）/享保16 ⑦-11-1
95 20-7 五大力 めりやす　五大力 杵屋弥十郎/寛政7 ②-3-1　⑦-3-1
96 21-1 五月雨（六松） 五月雨 杵屋六松/年代不詳 ×
97 21-2 胡蝶 胡蝶 吉住小三郎 杵屋六四郎/明治37（饗庭篁村） ×
98 22-1 法楽舞 初咲法楽舞 錦屋総治/宝暦13 ×
99 22-2 長五郎髪すき めりやす 髪梳いもせの鏡 （長五郎髪すき） 杵屋弥十郎/宝暦5 ×
100 22-3 まがきの垣衣艸 籬の垣衣草 杵屋忠次郎/宝暦12 ×
101 22-4 大さつま 小袖模様 小袖模様 ［記載無し］ ×
102 22-5 大蔵邯鄲 今様邯鄲 3杵屋正治郎 ⑤-103
103 23-1 檀特山 三国妖狐物語　上之巻　天竺檀特山之段 1杵屋六四郎 ×
104 24-1 股野相撲の段 ［記載無し］ ［記載無し］ ×
105 25-1 大さつま四十八手 大さつま四十八手 ［記載無し］ ×
106 26-1 八犬伝（結城戦争の上） 南総里見八犬伝　結城戦争の段（上の巻） 3杵屋正治郎 ×
107 27-1 八犬伝（白龍の上） 南総里見八犬伝（白竜狭雲帰南）白竜の段　上の巻 3杵屋正治郎 ×
108 28-1 増補　ひげやぐら 改訂増補　髭櫓 3杵屋栄蔵 ×


















富士田吉治 木村源次郎 錦屋平治 / 錦屋総治 西川億蔵 浅田藤七 / 小 古川清蔵 同
西村小野八 大 田中伝左衛門 / 笛 木村〔　〕 同 多田源〔　〕 太 小西十兵〔　〕　白拍子
みどりの前（中村かしく）　宝暦十三年春 市村座 刊記全体を白紙で覆う。糊付部分が判読不可能。
22-2






宝暦十二壬午年正月 市村座 残雪槑曽我 第二ばん目 荵売おきよ本名人丸姫
















番号 譜本番号 譜本表紙曲名 譜本内題曲名 作曲者/作曲年代（作詞者等） 刊行「栄二譜」の有無
110 28-3 浮船浅妻 七重咲浪花土産　浮船浅妻 10杵屋六左衛門/弘化3 ⑤-89　⑦-14-5
111 29-1 こぶとり 瘤とり ［記載無し］ ×
112 29-2 古今の序 浄瑠離古今の序 ［記載無し］ ×
113 29-3 めりやす浮橋 めりやす　浮橋 杵屋栄二/昭和41 ×
114 29-4 花の蘭平 花の蘭平 ［記載無し］ ×
115 29-5 四つ竹節 寄三津再十二支　戌　四つ竹節 1杵屋勝五郎/文化11 ×
116 29-6 めりやす寿 めりやす　寿 ［記載無し］ ①-11　②-2-1　⑦-2-1
117 30-1 海蔵宝珠 海蔵宝珠 ［記載無し］ ⑤-85
118 30-2 調まつ風 行平磯馴松　恋男調松風 4杵屋六三郎/文化9 ④-64
119 31-1 薮入娘 薮入娘 4杵屋六三郎/文政5 ×
120 32-1 枕慈童 枕慈童 5杵屋三郎助/万延2 ⑤-102
121 32-2 めりやす 高尾 めりやす　高尾 ［記載無し］ （③-6-5  ⑦-6-5）
122 32-3 正治郎 砧 正治郎　砧 3杵屋正治郎 ×
123 33-1 春秋会雪月花「花」鞘当 雪月花容姿三猿の内「花」 ［記載無し］ ×
124 33-2 ［記載無し］ 中村流増補　雪の傾城 ［記載無し］ ×
125 34-1 昭42年10月 歌舞伎座連獅子　合狂言 連獅子合狂言 杵屋栄二/昭和43 ×
126 34-2 矢の根 不出分ばっすい ［不明］ ［不明］ ×
127 35-1 初音の頼み（新平家物語） 新平家物語の内　初音の頼み 杵屋栄二 ⑦-2-10
128 35-2 鶴ヶ岡悲曲 鶴ヶ岡悲曲 ［記載無し］ ⑦-2-10
129 35-3 馬追 馬追 4杵屋六三郎/文政5 ×
130 35-4 六翁 西王母 西王母 4杵屋六三郎/文政5 ×

















（一八一四年）三月七日より。作者 瀬川如皐 振付 市山七十郎。
譜に小節線あり。
29-6 譜に小節線あり。出だし：寿の鶴と亀との
















35-3 七所御摂初鉄漿（ﾅヽﾄｺﾛﾒｸﾞﾐﾉﾊﾂｶﾈ）の内 苗代の小田馬追 三世市川門之助演。江戸市村座 文政五年三月。作詞 二世瀬川如皐 作曲 四代目杵屋六三郎。
35-4 七所御摂初鉄漿の内 桃の節句 西王母。主演・作詞・作曲・年代・座共「馬追」と仝じ。
35-5
48
番号 譜本番号 譜本表紙曲名 譜本内題曲名 作曲者/作曲年代（作詞者等） 刊行「栄二譜」の有無
132 36-1 春信幻想曲 ［記載無し］ ［記載無し］ ×










135 37-2 掛合 かげ清 かけ合　かげ清 ［記載無し］ ×
136 37-3 けん人形 けん人形 ［記載無し］ ×
137 37-4 鳥羽絵 八重九重花姿絵　鳥羽絵 10杵屋六左衛門/天保12 ④-58　⑦-9-9
138 38-1 新まつ風 新松風 作曲年　作曲者未詳 ×
139 38-2 奈須野 ［記載無し］ ［記載無し］ ×
140 38-3 水仙丹前 門出京人形　水仙丹前 ［記載無し］ ④-72
141 39-1 楊貴妃 楊貴妃 杵屋栄二/昭和30（吉井勇作詞） ③-4-10　⑦-4-10
142 39-2 軒すだれ ［記載無し］ ［記載無し］ ③-6-1　⑦-6-1
143 40-1 禿しら玉 禿　しら玉　（新禿） 2杵屋正次郎/文化13 ×
144 40-2 （自）橋弁慶 橋弁慶 ［記載無し］ ⑦-12-8
145 40-3 ［記載無し］ 業平 ［記載無し］ ⑦-12-6
146 41-1 月下鶴 十代目六左衛門七回忌追善「月五首」の内　月下鶴 11杵屋六左衛門/元治1 ④-74　⑦-9-6
147 41-2 岩戸開 天岩戸開奏楽（宮比御神楽） 稀音家照海/明治4 ×
148 41-3 春の調 （訂） 春の調 2杵屋勝三郎/慶応1 ①-11
149 42-1 競花槍 ［不明］ ［不明］ ×
150 42-2 月前の砧 月前の砧 杵屋彦次郎（3杵屋正治郎）/嘉永7 ④-73  ⑤-73
151 42-3 三曲松竹梅 三曲松竹梅 杵屋照海/元治1 ④-61
152 42-4 ［記載無し］ 馬場先踊 ［記載無し］ ⑦-10-1



















40-1 文化十三年三月河原崎座。四代目岩井半四郎十七回忌追善。局岩藤比翼裲襠 第二ばんめ大切 江戸紫手向七字 五代目半四郎七変化所作。芸者八重梅（禿しら玉）
40-2 出だし：三塔一の荒法師 其名は四方にかくれなき自身の復曲の意味で「（自）」と記したのであろう。
40-3 出だし：九重の都の空を立出て














番号 譜本番号 譜本表紙曲名 譜本内題曲名 作曲者/作曲年代（作詞者等） 刊行「栄二譜」の有無
154 43-2 四季の詠 御注文色取隅田川　四季の詠 12杵屋六左衛門/明治5 ⑤-86
155 45-1 師 羽衣 合調　羽衣 3杵屋栄蔵 ×
156 46-1 昭和四十七年よし町紅会 ［記載無し］ ［記載無し］ ×
157 47-1 百夜車 少将道行　百夜車 ［記載無し］ ×
158 47-2 くるわ三番 廓三番叟 ［記載無し］ ×
159 47-3 文うり 梅ヶ枝文売 10杵屋六左衛門/弘化3 ⑤-88  ⑦-14-4
160 48-1 新羽衣 （自） 新羽衣 杵屋栄二 ×
161 49-1 紫 紫 3杵屋栄蔵/明治41（山岸荷葉） ④-53　⑦-11-6
162 49-2 土平 飴売土平 3杵屋栄蔵/昭和10（山崎青雨） ⑤-100
163 49-3 心猿 心猿の秋月 4杵屋六三郎/文化10 ×
164 49-4 お祭 （百扇会） （自） 賑読売百扇会祭　お祭五景第三景 手古舞の木やり唄 杵屋栄二/昭和30（南山寅作） ×
165 49-5 恋香炉 （自） 恋香炉 杵屋栄二/昭和30（松本亀松） ×
166 50-1 春日竜神 春日竜神 ［記載無し］ ⑦-9-4
167 50-2 雁の文 雁の文 ［記載無し］ ×







170 52-1 初音の頼み 新平家物語　初音の頼み　（静の巻より） 杵屋栄二/昭和32（吉川英治） ⑦-2-10
171 52-2 鶴ヶ岡悲曲 鶴ヶ岡 杵屋栄二/昭和32（吉川英治） ⑦-2-10
172 52-3 ［記載無し］ 藤間勘十郎氏流 「切禿土蜘」手順 ［記載無し］ ×
173 52-4 ［記載無し］ 鬼治拍子舞（オキ） 昭和32 ⑤-96
174 52-5 雪女郎 雪女郎 4杵屋佐吉/大正13 ×






47-1 哥浄瑠璃 富士田吉治 三絃 錦屋惣治 西川億蔵明和二年秋 市村座 市村羽左衛門演 出だし：さればにや少将は































番号 譜本番号 譜本表紙曲名 譜本内題曲名 作曲者/作曲年代（作詞者等） 刊行「栄二譜」の有無
176 52-7 花見船 花見舟 4杵屋佐吉 ×
177 52-8 ［記載無し］ 栄蔵師作曲　雪女郎の抜すい 3杵屋栄蔵 ③-7-7
178 53-1 景清 ［記載無し］ ［記載無し］ ×
179 53-2 お月さま お月さま 吉住小三郎/大正7 ×
180 54-1 正邦作曲　鶯宿梅　増補共 ［記載無し］ ［記載無し］ ×
181 55-1 初音のたのみ 新平家物語の内　初音の頼み 杵屋栄二/昭和32 ⑦-2-10
182 55-2 鶴ヶ岡悲曲 鶴ヶ岡悲曲 ［記載無し］ ⑦-2-10
183 55-3 美目より ［記載無し］ ［記載無し］ ⑥-57
184 55-4 （おしゅん） ［記載無し］ ［記載無し］ ×
185 56-1 染分手綱 道成寺 恋女房染分手綱　道成寺 杵屋栄二補曲/昭和48（戸部銀作補綴・演出） ×
186 56-2 小団次傾城 寄三升花四季画　小団次七変化　傾城 杵屋弥十郎/安政1 ×
187 56-3 十二段　上下 ［記載無し］ ［記載無し］ 上：⑥-126  下：⑥-127
188 57-1 成駒屋　枕獅子ばっすい ［記載無し］ ［記載無し］ ×
189 57-2 杵家新曲　四季の星 四季の星 杵屋栄二/昭和33 ③-8-10
190 61-1 矢の根（舞台型） 矢の根（舞台型） ［記載無し］ ×
191 A-1 おしどり（四十八手恋諸訳） 四十八手恋諸訳（おしどり 上） ［記載無し］ ×

























61-1 以上三世栄蔵師の弾かれたる手。立まわり合方は松緑丈の注文にて一部変更（昭和45年元旦）NHK TVにて。 昭和42年10月13日記の考察あり。
A-1 成駒屋莟会昭和29年2月作曲 第1回から第4回までの上演時のメモあり。
A-2 S50-3-6 刊行「栄二譜」は《勧進帳》。
